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～家族への介入～ 

◆家族自身の健康を取り戻す 

 再乱用防止教育事業は、家族に対しては、精神保健福祉センターで行なっている家族教室への参加

を呼びかけています。 

 家族を支援する大切さは、栃木ダルクの家族教室（10 回）でも感じています。多くは本人がダルク

につながる前から参加していますが、すでに本人の行動に散々振り回されてきて、疲弊しています。

まずは家族自身の精神状態を改善するために、「回復する」ということを知ってもらう必要があります。 

 また栃木ダルクでは、プログラムの最終ステージで、家族の再構築に取り組みます。再構築と言っ

ても、「一緒に暮らす」という意味ではありません。お互いに対する理解を深め、新しい距離感を構築

していくのです。そのため、三回くらいは家族、本人、ダルク・スタッフの三者面談を行ないます。 

 本人の多くは家族が自分のことをどう思っているか気にしているし、家族は家族で、これから本人

とどうつきあっていけばいいのだろうという不安を抱えています。この点を解消でき、共通認識を持

つことができれば、本人はその先にある就労活動に集中することができます。つまり本人が自分の問

題に目を向け、前に進んでいくためにも、家族への介入は大切なのです。 

 なお、三月に脱法ドラッグに使われる化学物質の「包括指定」が始まって以来、家族教室では脱法

ハーブの問題を持つ家族が急増し、現在では七割近くまでになりました。 

 脱法ドラッグ使用者のタイプは大きく分けると二つあります。一つは二十代前半で、脱法ドラッグ

のみ使っているタイプ。もう一つは、いろいろな違法薬物を使ってきて、経済的な理由などから最終

的に危険ドラッグを使っているタイプ。 

 いずれのタイプでも、家族は「脱法ドラッグは遺法薬物よりもマシ」と考えている場合が少なくあ

りません。しかしよくよく話を聞いてみると、数ヵ月の使用で、覚せい剤よりひどい精神症状が出て

いる場合が多くびっくりします。そうなるともうダルクの範疇を超えてしまい、処方薬の場合と同じ

ように、まず精神症状を抑えるために医療が必要になります。 
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1月 

１日 ３施設合同初詣（南湖神社） 

６日 榛名女子学園ミーティング 

８日 岡本台病院プログラム 駒木野病院施設見学（宇都宮 OP） 

９日 喜連川社会復帰促進センター薬物離脱指導 条件反射制御法研究会 

10日 依存症回復支援スタッフ研修会 

13日 J-MARPP 東京保護観察所プログラム  

14日 再乱用防止教育事業県南   

16日 喜連川社会復帰促進センター薬物離脱指導 再乱用防止教育事業県北  

   自殺対策フォーラム  

17日 家族教室 1330 再乱用防止教育事業県央 

19日 岡本台病院プログラム  

20日 黒羽刑務所薬物離脱指導 再乱用防止教育事業県央 榛名女子学園ミーティング 

   新春のつどい 多摩総合精神保健福祉センター家族教室 

21日 宇都宮保護観察所プログラム 岡本台病院連絡会  

22日 勉強会   

23日 喜連川社会復帰促進センター薬物離脱指導  明徳会  

25日 アディクションサポートセンターとちぎ講演 

24日 女性の健康（講演）  

26日 東京保護観察所プログラム 

27日 血液検査（全施設）  

28日 那須烏山更生保護司研修会 回復施設職員研修 

29日 岡本台病院ケア会議 回復施設職員研修   

30日 喜連川社会復帰促進センター薬物離脱指導 回復施設職員研修    

2月 

2日 アディクションフォーラム準備委員会 

3日 黒羽刑務所薬物離脱指導 

6日 喜連川社会復帰促進センター薬物離脱指導 野木町役場総務課施設見学 

9日 東京保護観察所プログラム 

10日 黒羽刑務所薬物離脱指導 J-MARPP 

12日 平成２６年度薬物関連問題関係機関連絡会議 岡本台病院プログラム 

14日 家族教室 

16日 岡本台病院メッセージ 

17日 黒羽刑務所薬物離脱指導 

18日 宇都宮保護観察所プログラム 

20日 喜連川社会復帰促進センター薬物離脱指導 再乱用防止教育事業県北 

   

 

一次予防 

疾病予防 

健康教育などによる予防・啓発をし、 

発生を予防すること 

 

二次予防 

早期発見・早期治療 

疾病をより早期に発見し、 

重症化を予防すること 

 

三次予防 

リハビリテーション 

リハビリテーションなどによって社会復

帰を支援し、再発を予防すること 

 

 

http://www.t-darc.com/
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新しい年を迎えて 

                        ピースフル・プレイス 栃原 夕子 

 新年、明けましておめでとございます。 

ピースフル・プレイス（PP）は、利用者 11名のメンバーで年末を過ごし、新しい年を迎える

事が出来ました。毎年恒例になってきた年末年始の行事（クリスマス会、大掃除、正月料理作り、

初詣）も利用者全員で楽しく過ごしました。 

 今年１月 11日で PPが開設をして３年になります。開設をした 2012年は、全てが手探り状態

で止まることなく走り続けた１年でした。翌 2013年は色々と問題も起きましたが、3ステージや

ロールモデルなど利用者が各々取り組めるプログラムとして設定することが出来るようになった

１年でした。2014年は 2013年に設定することの出来た各々のプログラムを上手く活用できるよ

うに、プログラム計画や個別面談などを取り入れました。そして、プログラムの現状確認や見直

しを行なえた１年でした。 

昨年は新しい入寮者が繋がらない時期が長く退寮者も続いて出たことから、少ない人数でプロ

グラムに取り組んでいました。人数が少ないとアットホームな雰囲気が持てる部分は良いのです

が、ダルクのプログラムを成り立たせていくことの難しさを強く感じました。ただ、その生活の

中でも PPのメンバーたちは本当に多くの事を感じ、その都度自分と向き合っていることに「す

ごいなぁ」と思うことが多々ありました。泣いたり、落ち込んだり、考え込んで疲れてしまった

り、吹っ切れたり。私がダルクに入寮していたときは、こんなに自分の問題と向き合うことはし

ていませんでした。ただ仲間との生活が楽しかったなという記憶が残っていて、自分の問題がな

んなのかも分からなかったかもしれません。それでも、あの頃の私は「生き方を変えたい」と思

うようになっていっていたし、それまで何としてでも生き延びてきた自分を誇りにも思っていた

ような気がします。 

 自尊感情をなかなか高められない私は、常に自分のハードルを最高に高い位置に置いてきまし

た。完全に自分の枠は超えてしまっているだろうと思えるくらい、高い位置に置くのです。そし

て、その位置に届かない自分は認めない。ずっと、その自分でやってきましたが、最近はそんな

生き方にほとほと疲れてきました。自分の限界を超えるくらいに色々なことをやり過ぎての結果

でした。だけど、疲れた自分をダメだと思う事はしませんでした。そう思う自分を受け入れるこ

とが出来たのかもしれません。 

ダルクの仕事を通して、私は自分がこんなに「苦手だ」と思い逃げ出したくなるようなものが

多いのだなと知ることが出来ています。私が苦手だ、やりたいくないと感じるとき、いつも失敗

を恐れ周囲の反応を気にすることから始まっていることが分かりました。だから、できれば裏方

にまわり、人に見られないようにひっそりと事務仕事などをしていたいと思うのに、知らない人

の前に出て話しをすることやプログラムを実施することが与えられるのです。その与えられるも

のとして榛名女子学園や明徳会でのミーティング実施は、私の苦手意識を大きく変えさせてくれ

るものにもなっています。昨年１年間も「嫌だ、無理だ」と周囲に愚痴を聞いてもらいながら、

やらなければならいものだと受取り続けることが出来ました。 

そして、１年の終わりに「よく頑張ってるよねぇ・・」と自分に言うことが出来たことが私の

１番の成長だと思えています。自分を褒めることは慣れていなく、他者からの評価で自分を認め

ていくことを繰り返しやってきたから、今の自分がいるのだとも思えます。 

昨年から新しく始めた PPオリジナルのプログラム「すまいる会」。１月に１度、たこ焼きパー

ティーをしながら仲間の良いところを褒めちぎる・・。まだ始めて数回なので、褒められること

への恥ずかしさや違和感、猜疑心さえ見えたりもしていますが、2015年は PPに繋がってくるメ

ンバーたちが褒められることに慣れることが少しでも出来たらいいなと思っています。 

 

年末はイベントが盛りだくさんでした！ 

那珂川コミニティーファームにて３施設合同餅つき大会！ 

 

那須町文化センター 

毎年恒例のチャリティーコンサートにてカホン演奏！ 
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夢をあきらめないで 

依存症のヨシ 

 「お帰りなさいませ。ご主人さま」と満面の笑みを浮かべて、メイド服を着たピチピチギ

ャルが玄関でお出迎えをする。こんな事を夢に見ているのは私だけでしょうか。ささやかな

夢ではあるけれど実現できない事はないのです。 

 私が子供の頃に夢として考えていた事は色々あります。航空管制官になる事や、消防署の

通信司令官のような本当に子供じみたものあります。これらは、身体的な問題から実現する

ことは無理でした。現実的になりたいと考えていた事は、意外かと思われるかもしれません

が「学校の先生」なのです。特に機械設計・製図が得意で、高校の時には本気で考えていま

した。しかし、私が高校時代には「ヤンキーさん」が多かったのです。気が弱い私にとって

は、こういう生徒を教えるのは少し恐怖心がありました。他にも理由はあるのですが、この

夢も叶う事は出来ませんでした。 

 私が興味を持ったのは、これからの時代は「機械」だけ出来れば良いのではなく、電気・

電子の両方を理解していれば、将来絶対に役に立つということでした。電子関係については、

アマチュア無線を趣味にしていたのである程度は理解をしていました。そこで関心は電気の

勉強に移っていきました。特にいわゆる「強電」と呼ばれる超高圧の電気に惹かれていきま

した。その当時は、「マイクロボルトなんて、女子のする事さ。男はケーブル担いで感電死」

などと言っていたような気がします。 

 初めての就職先は、とある電力会社の子会社で主として設備の保守・点検を請け負ってい

た会社です。そこでの配属先は、超高圧変電所の保護継電器（まあ。ブレーカーのおばけみ

たいな）の定期試験を行っていました。この仕事は、本当に楽しくて仕方がありませんでし

た。学生時代から実験が大好きだった私にとっては天職でした。 

 しかし、ここで私に立ちはだかったものは「アルコール依存症」なのです。まさか当時は

自分が依存症だとは思ってもいませんでした。刑務所での酒害教育や施設でのプログラムを

受けていくなかでやっと分かったのは、それから 20年以上経過してからになります。毎日、

仕事を終えてアパートに帰宅してはビールを飲み、ウイスキー等を飲んでしまうのですね。

当然、二日酔いで会社に行く事のは当たり前の事でした。現場では、試験セットのツマミを

回す手が震えてしまい微調整が出来なくなりました。また、活きている機器の電線端子を外

すのも怖くて出来なくなってしまいました。天職と思っていた仕事が出来なくなった時には、

本当に落ち込んでしまい「何でこんな事になってしまったのだろう」と酒を飲みながら考え

ていました。強電で食べていくという夢は叶いましたが、継続する事が出来なくて今になっ

ても後悔をしています。 

 現在は、電気とは全く関係のない宇都宮市内にあるスーパーマーケットでパートの仕事を

していす。やっているのは「青果部門」です。まあ、八百屋さんです。那珂川ＣＦ出身の私

には有利かと思われますが、そんな事は全く無く作るのと売るのは大違いでした。 

 かくいう私も 50歳という人生の節目を迎えて、ある野望とも思える夢をみています。自

分の本当にやりたい仕事は何なのか。何が適職なのか。他にも何をしている時が一番楽しい

のか…。自立のための人生設計ですが、これを具体的に考えてみると意外に楽しいのです。

しかし、考えているだけでは夢を叶える事は不可能なのです。夢に向かって努力をして実行

に移していかなければ、本当に夢で終わってしまいます。その為の準備を今、一歩ずつでは

ありますが進めています。「ご主人さま」と呼ばれる日もそう遠くはないかもしれません。 

 薬物依存症でも、刑務所経験者でも夢を見る事は誰でも出来ると思います。依存症により

諦めてしまった夢や叶わなかった夢があなたにもありませんか。そして、もう一度チャレン

ジをしてみませんか。 「あなたの夢をあきらめないで」 

私の見つけた幸せ 

                             アルコール依存のタマン 

 人はもともとアルコールがもたらす酔いが好きで私も同様好きです。いや、大好きです。

それが依存症となる危険であると思っていても、やがてその判断が出来なくなっていくアル

コール依存症にとっては、酒を飲む生活だけが日常のことになります。私はアルコールを仕

事中に飲むことはなかったにせよ、飲んでいない時は落ち着きがなくイライラし、不機嫌で、

仕事場で下の者に対し八つ当たりしていました。しかし、仕事が終わりアルコールが口に入

ると、ふっと楽になり、人が変わったようになり、その楽になる感覚が忘れられなくなり、

また同じことを繰り返してきました。普通の人はアルコールを飲むことは差しさわりのない

ものですが、アルコール依存者はすぐに欲求に負けて飲み続ける、そこでお決まりのパター

ンがはじまり、飲み過ぎては後悔に襲われ、もう絶対飲まないと固い決心をするがすぐにも

ろくも崩れ落ちる。その様なことは何度も何度も繰り返され、何か大きな変化でもない限り、

自分の変化、回復などまずありえないことだと思います。 

そんな私でも少しだけ変化のあった期間がありました。それは、結婚した時でした。その

頃は、少し酒を飲むのがセーブできていたと思います。なぜなら子供が欲しい、自分と相手

との分身が欲しい、と心から願うようになったからです。もともと子供が好きで、仕事も調

理師、寿司をやっていたので、大人の人が「うまいよ」と食べてくれるより、子供が「おい

しい」と言って食べている姿を見ることの方に幸せを感じていました。そんな気持ちとは別

に、まったくと言っていいほど子供はできませんでした。どうしてなのかと思い、私も相手

の女性も病院に行き、結果を聞くと二人とも子供の出来にくい体だということが分かりまし

た。私たちはとても落ち込みました。けれども、あきらめず病院に行き、治療を続けていれ

ばいずれか子供が授かると信じて生きてきました。しかし私たちには子供が出来ませんでし

た。それからの私はアルコールに加速がつく様に飲み続け、酒の量も多くなり、体調を悪く

し肝炎から肝硬変なり、もうアルコールが止まらない体になっていました。そして妻との仲

も悪くなり、結果として別れることになりました。人生の終わりに一歩近づいたと思いまし

た。そうなると、体調が悪いのにも関わらず酒を飲み、気絶して大の字になって動くことも

できなくなったり、頻繁に救急車で病院に運ばれたりなどという具合でした。病院で点滴を

する間隔もだんだん短くなるので、恥ずかしいことに病院の人に名前と顔を覚えられてしま

うほどでした。それでもアルコールは止まらず「俺は大丈夫」だと自分自身を励ますように

言い聞かせ、偽りの至福の時間、酒のために生きていました。深酒、採血、点滴、肝機能判

定、入院、本当にこんなことの繰り返しを数年もしていました。そんな姿を見かねた母親、

兄、友人が私を施設に入れることにし、アルコールを止めさせようと心を鬼にしたのです。

はじめのうち私は、２、３ヶ月で施設を出て、私を施設に入れた人々に復讐しようと考えて

いました。かならず殺してやろうと思い日々過ごしていましたが、そのような考えなどもっ

ていると、以前から悪かった体調など良くもならず、施設に入って酒を飲んでいなくても体

のほうは悪くなる一方でした。そして、ついに、生死をさまよう様な状態になり記憶もない

ところまできました。その時、私が思っていたことは、死ぬってどういうこと、どんな感じ、

自分の人生って何だったの、まだやりたいことがある。色々な人が言っていたことがやっと

わかった。死ぬのが怖い、アル中って最後一人寂しく死ぬんだろうな、まだ生きたいお願い

します。もう一度だけそう思えた時、私の考えが変わり、生きるために一日一日を生きてい

ます。そうなれたのも私の周りには仲間がいるからです。今の私は幸せです。 
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不安定な日々。 

ゼン（メンバー） 

 初めまして、薬物依存のゼンです。今年も 12 月に入り寒さも厳しくなってきて、寒さに弱いゼ

ンは一日中毛布にくるまって寝て過ごしたいのですが、役割やプログラム、ミーティング、アート、

ヨガ、スポーツなどなど、自分に与えられた生活にまだついていけないです。施設の人達の事を仲

間と呼べずにいて「自分の仲間は地元の友人達だし」と思っています。けれどもダルクの人達は面

倒見が良いし楽しく明るく生活していて、その中に入っていけなくて孤独感や被害妄想とかも激し

くて混乱して一日中泣き続けたりしていました。12月 9日にクリーン３ヶ月を迎えたのですが、こ

の３ヶ月間楽しい事もあったし、悲しい時、辛い時、情けない時、ムカついた時もあり、やっぱり

自分は「ここに来ても自分は注意されたり怒られたりしてばかりで、施設にいても迷惑かけてしま

うし、このままではダメになる。」と思ったが、家族の元には帰れないし、仲間の元に戻ってもその

まま付き合っていけば今まで後悔してきた犯罪や薬物、悪い仲間関係などを繰り返してしまい、ま

た刑務所や精神科への強制入院をして人生がぐちゃぐちゃになり、どんどん病気が悪化していき、

本当に家族に呆れられて見捨てられると思うし、自殺願望もでてきてしまいコントロールが効かな

くなり、やっぱり施設を出たら今の自分は直ぐ死ぬと思う。でもダルクに来る前、自分は刑務所に

３年間位入っていて満期で出所したが、外への扉を開けられた時に、保健（？）のオバサンが待っ

ていて民間の救急車もあって、その時初めて自分が強制入院する事になったのを知って、出所した

らタバコを吸いたいとか、友人達や家族など外にいる自分にとって大切で大好きな人達と会えなか

ったことを悟った。でも自分は刑務所の時から、出所したら地元に戻って生活保護を受けて一人暮

らしをするか、全てを諦めてダルクに行くか悩んでいた。刑務所の他の受刑者に相談しても「ダル

クは刑務所より厳しいからやめときな」とか「一回入ったら何年も出れないし、頭おかしいからや

めな。遊べなくなるし自由がないよ」とか「絶対ダルクになんて入っても意味ないよ。入らないで」

と色々な人に相談したが反対されるばかりで、担当の先生やカウンセリングの先生には「ダルクに

行って！せっかくのチャンスなんだから。」と言われて、自分は優柔不断で地元に戻れる安心感とダ

ルクに入れば薬物を止めて生活できるだろうという期待で、どちらの道をとるにしても大きな不安

にかられていて混乱していた。刑務所を出所したらダルクに行って、０から始めてみて今までの犯

罪するのが当たり前だった生活を人間関係などからも見直し、新しい生き方を学んでいこうと思っ

たし、親も自分が施設にいた方が安心するだろうと思い、ダル

クに行こうと釈放前日に決心した。しかし精神病院に強制入院

する事になり、やっぱり自分は今の調子だとまた何かをしてし

まいそうだったから、地元に帰る事も諦めていたので、３ヶ月

間の入院も素直に受け入れられた。病院退院する２日前位に親

に電話してダルクに行く気持ちになった事と謝罪をしたくて、

父と母と約４年ぶりに話した。「もう犯罪して事件をおこしたり、

自殺しようとしたり、自傷したりしないから！本当にごめんな

さい。何年になるか分からないけど頑張ってきます。」と大泣き

しながら謝り、普段は厳しくて怒るとボコボコにしてきた自分

に「本当に頑張れよ。もう少しだな」といきなり涙声になって

応援してくれました。何で刑務所入所中、自分が何度書いてき

た手紙を無視して音信不通で、もう見放されたと思って諦めて

いたのに自分の為に泣いてくれるの？と思い、約束した事は守

ろうと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       1２月の献金・献品 

（献金）杉岡榮治様、他匿名１１名様 

 (献品) フードバング宇都宮様、相模原ダルク様、大川淳様、他匿６名 

 １１月の献金で表記が間違っていましたのでこの場をお借りしてお詫びと訂正させていただきます。 

 野木町民生委員・児童委員協議会（代表：小池章三様）が正しい表記になります。 

 誠に申し訳ありませんでした。 

  とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。 

                          献品のお願い 

・ 引き続き、那珂川農作業で使用する軽トラのダンプタイプがあれば便利です。献品、もしくは安く譲って下

されば助かります。 

・ 修了予定者が多数の為。家電（TV、洗濯機、冷蔵庫、電子レンジ、扇風機、ファンヒータ）と原付バイをよ

ろしくお願いします。 また、作業で使用する電気工具（チェンソー等）あればお願いします。 

・ 中古パソコンあればお願いします。 

那須 TC   

・ 新しい仲間 カミ キョンシー 

・ フユ サポート〜リーダーへ 

・ カイト Stage２〜サポートへ 

那珂川 CF  

・ チビクロ カッサン Stage１〜Stage２へ 

・ フル—チェ Stage２〜サポートへ 

・ シゲ サポート〜リーダーへ 

宇都宮 OP  

 ・該当者なし 

PP 

・ ハニ メンバー〜サポートへ 

・ フジ Stage１〜Stage２へ 

 

 

 

  

    

 

 

 ・新年明けましておめでとうございます。今年も栃木ダルク一同

よろしくお願いいたします。 

                              編集 秋葉 
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JUST FOR TODAY 

依存症のイッチャン 

依存症のイッチャンです。自分は現在薬物依存症から回復するために、栃木ダルク那珂川コ

ミュニティーファームで毎日プログラムに取り組んでいます。シャブを初めたのは、16 歳の時

です。仕事もせず周囲の人達にも気を使わず自己中心的な生活を送ってきました。刑務所にも何

度か行きましたがシャブを止める事が出来ませんでした、「シャブがあれば、何も要らない、シ

ャブがあれば何でも出来る。こんな自分を見ていて、家族はどんな気持ちで生活を送っているの

だろう。家族には、本当に申し訳無いと思っています。迷惑や心配を掛けた人達には一生かかっ

ても埋め合わせなど出来るはずがない、薬を使っていた頃、それを邪魔する人間は一切容赦しな

かった。その為に金銭面にも、感情面でも、自分が傷付けた人達はいったい誰なのか、ほとんど

覚えていないのです。自分が犠牲にした相手は数多くいるにもかかわらず誰を傷付けたのか全く

思い出せない事に唖然とした。使っていた頃、自分がやっている事に恥じていたため、相手の目

を真っ直ぐに見ることが出来なかった。自分の心はまともでも、健全でも無いくらい、十分にわ

かっていた、でも、薬を止める事が出来なかった。薬を買うのに金が無い、金を作る為に窃盗の

繰り返しや薬の売人、金を作る為なら何でもやってきた。そしてパクられ獄舎行き、使っていた

頃、自分の弱さを絶対に認めず、あらゆる欠点を隠し、どんな失敗も否定してきたこれが自分の

信念だった。刑務所を出所して、地元に帰り昔の生活に戻ったら死んでいたかもしれません。C

型肝炎で治療を受けるのに健康診断で胆石が見つかり、胆石を取り、それからインターフェロン

C型の治療を受け 6ヶ月はとてもつらかった。今もつらい、那珂川 CFでスタッフをさせていた

だいていますが、自分は温厚な性格なので、農作業の指示など出すことが上手く出来ないのです。

多分、仲間からも信頼、信用など無いと思うからもっと信頼してもらえるスタッフでなければな

らないとこんな事で回復などしている理由などない。娑婆にでたらすぐ尻切りとんぼになってし

まうような気がする。でも薬物依存というお荷物を一生背負っていかなくてはならないのだ。昔

の自分はどういう人間で今はどういう人間なのか。知っての通り、人は忘れっぽくて、当てにな

らず、欠陥だらけだ。薬物をつかっている人間の間では裏切りや無神経さはごく当たり前だとい

う、経験を重ねてきた。そんな自分がどこまで回復しているのか、さっぱり分からない。でも現

在、回復の道を歩んでいる。プログラムを歩んで来たら、自分がある程度、安定してきた。ハイ

ヤーパワーを信じる気持ちもどんどん深まっている。自分が無力であることを知った今では自分

の意思のままで生きろと言われても、それは怖いし、自分には手に負

えないことを知り尽くしている。アディクションの最中にあった自分

のビジョンは非常に限られている。何しろ日々同じことを繰り返すだ

けだったからだ。薬物を手に入れ使いもっと手に入れる方法や手段を

探していた。これからは周囲の人の意見を前向きに受け入れ、二度と

同じ過ちを繰り返さないようにするために周囲の人たち仲間を大切

にして頑張っていきたい。 
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那珂川コミニュティーファーム Xmas会！ 

施設報告 

那須 TC（初期・断薬）19名 宇都宮 OP（後期・社会復帰）9名  

那珂川 CF（中後期・農作業）17名 ピースフルプレイス（女性）12名 

計 57名で活動しております。各々の施設でステージ事のプログラムを 

実施しております。 

 


